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株式会社ゆで太郎システム
【経営理念】
私たち『ゆで太郎システム』の従業員は、飲食店のプロとして、
お客様に驚きと満足を提供します。

【沿革】
2004年 8月 株式会社ゆで太郎システム 設立
2020年 2月 もつ次郎併設店舗 オープン
2023年10月 ゆで太郎グループ 213店舗

代表取締役 池田 智昭
事業内容 『ゆで太郎』フランチャイズチェーンの運営
資本金 ５，０００万円



ゆで太郎システムの商品

ゆで太郎 もつ次郎



外食産業の現状
【課題】 【対応策】

・人手不足 → 給与を上げる
AI／DX／ロボット

・原材料の上昇 → 価格維持（利益減少）
値上げ／質を下げる

・エネルギー費の高騰 → 上記同様



人手不足
【日本人の主な働き手】
・成人男性 → 少子高齢化で減少傾向・各社取り合い
・成人女性 → 少子高齢化で減少傾向・各社取り合い

主婦パートも減少
・高齢者 → 定年退職者が働き手となりえるが、

高齢に伴い、パートからのリタイヤも増加

⇒日本人の働き手は増えない。
外国人が働き手となってもらうしかない。



弊社の採用状況
2021年度 2022年度 2023年度

新卒採用 9名 11名 12名
＊2024年内定 4名

中途採用 11名 10名 15名
（内受刑者雇用） （1名） （5名）

特定技能１号 20名 64名 92名



特定技能１号社員採用の取組み状況

2019年 6月 最初の特定技能1号社員申請
2019年 9月 特定技能１号ビザの許可がおり、正式採用
2022年 9月 奨学金制度を作り、ミャンマーへ採用活動開始
2023年 6月 ミャンマー奨学金生 入国12名
2023年10月 特定技能１号 160名

ベトナム148名、ネパール5名、
ミャンマー5名、中国2名



特定技能１号の採用方法
・特定技能1号からの転職（別分野・別事業所）

・技能実習生からの転職

・日本語学校、専門学校からの就職

・人材紹介会社

・ミャンマー向けの奨学金制度を作り、外国からの直接採用
＊コロナで外国人の働き手が減少を予測



出展 株式会社ＫＡＹＡ



紹介会社

契約語学学校







外国人に選ばれる国になるために
・日本は円安で、給与も他の先進国に比べて、給与水準が低い。
東南アジア人が日本はモノが安いと爆買いする時代

劣悪な雇用環境では日本が働き場所として選ばれなくなる。

・労働環境のチェック体制
・もっと使いやすい相談ホットラインの設立



特定技能制度についてのお願い
・特定技能２号の詳細を出して欲しい
＊来秋に期限到来

・人材は会社単位で管理
新規出店していると出店が多く、店舗異動が多いため、報告が多い

・加盟店で働いている外国人の指導として、応援は許可して欲しい
・人事にリーダーとして抜擢したいが、店舗作業の制限があり、不可
・各業界５年にして欲しい
建設3年 ＋ 飲食2年 の経験では特定技能２号になれない

・特定技能１号 期間5年の延長
5年では店長になれない人が多いので、延長して欲しい
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